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 This study analyzes historical changes in the  equipment—raised communication act in outdoor space 

during the Edo period, Showa 30s, and present day. Therefore, this study clarifies that the entertainment 

performances on the street were reduced in the Showa 30s as compared to that in the Edo period. This 

change is considered to have influenced the decline of the entertainment performances, and the spatial 

meaning of streets was changed from being an open space to having functional priority that was 

controlled by the public, after the Meiji Era. Further, commercial transactions on the streets were 

reduced in the present age as compared to that in the Showa 30s. This change can be attributed to the 

change in consumer behavior and the reduction in street space owing to the increase in the use of 

automobiles.
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1.研 究の背景と目的

コミュニケーションの希薄化は、さまざまな

社会問題 をもたらしている。たとえば、コミュ

ニケーション能力の低下によって人づきあいが

苦手な人々が増加 し、些細な人間関係の トラブ

ルが殺人にまでつながる事例 も出て きた。 ま

た、高齢者の一人暮 らしなど、孤独な暮 らしを

余儀な くされる人々も増えてきた。さらに、相

談相手が身近にいないことが原因で、児童虐待

などにつながる事例 もある。

こうした事態 を打開するためには、人々のコ

ミュニケーション能力を再生 させ、コミュニ

ケーション行為 を活性化 させることが求められ

る。都市計画的観点から捉えれば、道路や公園

といった屋外の公共空間がこうしたコミュニ

ケーションを誘発する場である。そこで、本研

究で は、都市 空間 のデザ イ ンとい う観 点か ら、

屋外 空 間の コ ミュニケー シ ョン行為 に着 目 し、

江戸 時代 か ら現代 までの時代 的変遷 を調査 、分

析 する ことに よって、 コミュニケーシ ョン行為

を誘発す るデザイ ンのあ り方 を考察す る ことを

目的 とす る。

屋外空 間における コミュニケーシ ョン行為 に

関する既往研 究 としては、住戸 まわ りの空 間の

セ ミ・プライベー ト=セ ミ・パ ブ リック化 を扱 っ

た北 原 らの研究1)、 計画的戸建て住宅地 の道路

空 間利 用 につい て扱 った斉藤 の研 究2)、 集合住

宅 団地 の屋外空 間利用 を扱 った全 らの研 究3)、

長 屋住 宅地 区にお けるい わ ゆる路 地の利 用 を

扱 った湧田 らの研究4)、 オー プンカフェ利用 を

扱 った青柳 らの研 究5)な ど、 オ ープ ンスペ ー

スの利用行動 に関す る研 究は、都市計画学 、建
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表1屋 外空間におけるコミュニケーション行為の類型

コミュニケーション行為の種類 行為の事例

,■IIl

「みち」のはしっこで八百屋の・ラ・クに集まる 隻黎 魏 カミ去ったあと繁 羅 薯どもを迎えに 「みち」で遊ぶ子どもたち 遊ぶ子どもたち

「冒亙」 翻 匿 ■14覧

駄菓子屋に集まる子ども メロンパン屋に集まる 靴屋の店主と店の前で
話をする

カキ氷屋の前に集まる
子どもと近所の大人たち

公園の猫に集まる子ども

タ涼みする人との出会い
カキ氷屋に集まる子どもに デイサービスから戻る高齢 道路の分離帯に座って
声をかける大人

者を待つ人と通りすがりの ゲームする少年たち
人との会話

公園のパーゴラの下で
休憩する子ども

玄関前(左)/団 地の入り口(右)、でばったり出くわした
買い物帰りの人とこれから外出する人との出会い

スーパーの前でばったり
出くわした人々

みちでばったり出くわした
二人

玄関先のみちで出くわした
三人

築学、造 園学 などの分野において多数存在す

る。これらの研究は、公園や道路、共同住宅園

地などオープンスペースの種類 ごと、また、計

画戸建て住宅地区、長屋住宅地区、都心商業業

務地区などオープンスペースが立地する環境の

特性 ごとの研究がほとんどである。

こうした研究 も参考に しなが ら、本研究で

は、まず都市部におけるコミュニケーション行

為を総括的に概観 し、屋外空間におけるコミュ

ニケーション行為の類型化を行なう。具体的に

は、東大阪市長瀬地区 ・八戸ノ里地区の現地調

査から、屋外空間で見 られるコミュニケーショ

ン行為を類型化する。

そして、その中から装置誘引型 コミュニケー

シ ョン行為 に着 目し、江戸期の図会 ・浮世絵、

昭和30年 代の写真集、現在の現地調査で見 ら

れたコミュニケーション行為を分析 し、時代的

変遷について考察を行なう。こうしたオープン

スペースとその利用の関係についての歴史的変

遷を取 り扱った研究もいくつかあるが、そのう

ち博士論文 として総合的に考察 を行なっている

ものとして、鳴海の 「都市における自由空間の

研究」6)、土肥の 「江戸から東京への都市オー

プンスペースの変容」7)があるが、本論文の考

察については、鳴海論文から第2部 における日

本の自由空間の成立 と変化、土肥論文から江戸

から東京への社会的諸制度の変化 と都市オープ

ンスペースの形態的変化 を参考にしつつ論 を展

開する。

2.観 察調査によるコミュニケーション行為の

分類

屋外空間におけるコミュニケーシ ョン行為

の種類を定性的に把握するために、平成17年

10月 ～11月 にかけて東大阪市の長瀬地区 ・八

戸 ノ里地区を踏査2)し、屋外で行われているコ

ミュニケーション行為を収集 した。調査の結

果、屋外空間におけるコミュニケーション行為

を、表1に 示すように、① 目的 ・情報共有型、

②装置誘引型、③遭遇型、の3つ に分類するこ
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論

7
昌

灘マ『とがで きた。
① 「目的 ・情報 共有 型」は、生協 の共同購入

時に人々が集 まる ように、いつ どこで何 のため

に集 まるのかがあ らか じめ決 まってお り、情報

や 目的が共有 されている ことに よって起 こる コ

ミュニ ケー シ ョン行 為 で あ る。② 「装 置誘 引

型」は、駄菓 子屋 に子 どもが集 まって くる よう

に、何 か誘引装 置があってそ こに集 まって きた

人たちが コミュニケーシ ョンを行 な うものであ

る。③ 「遭遇型」は、道を歩 いていて偶然 出会

うこ とで始 まる コ ミュニケ ーシ ョン行為 で あ

る。 これ は、 さらに1)待 ちうけ タイプ とH)

出 会い タイ プの2つ に分類す る ことが で きる。

1)「 待 ち受 け タイプ」 とは、ベ ンチ に誰 かが

座 ってい てそ こ を通 りかか った人 と出会 う よ

うに、一方 が待 ち受 けてい るパ ター ンであ る。

∬)「 出会い タイ プ」 は、歩 いて いる人 ど うし

がばった り出 くわす ように、両者 が偶発 的に出

会 うパ ター ンである。

3.装 置誘引型コミュニケーションの分析

本研究では、以上の3タ イプの中から 「装置

誘引型」に着 目し、研究を進めることとする。

装置誘引型に着目した理由は、このタイプは都

市デザインによって誘発 させる可能性が高いか

らである。「遭遇型」は名前のとお り偶発的な

出会いであ り、デザインとして操作することは

むずか しい。また、「目的 ・情報共有型」は情

報共有のための しかけが最 も求め られるため、

都市デザインの観点からのアプローチには向い

ていない。それにくらべ、「装置誘引型」 は、

空間の中に誘引装置を用意するだけでどこでで

もコミュニケーション行為を発生 させることが

できる可能性 をもっている。

一
移動型

装置誘引型は、さきほども述べたように、何

らかの誘引装置があって、そこに人々が集 まっ

てきてコミュニケーション行為が生 まれるもの

である。そこで、本研究では、人々を誘引する

誘引装置にはどの ようなものがあるか、そ し

て、それが時代的にどのように変化 しているの

か、について調査 ・分析 を行なう。調査対象 と

して、江戸期 ・昭和30年 代 ・現代の3つ の時

代 を設定する。これは、社会状況の変化が空間

やコミュニケーション行為にどのように影響 を

与 えて きたのかに着 目した ものである。つ ま

り、近代化による変化 を見るために江戸期を選

び、高度経済成長による変化 を見るために昭和

30年 代 を選んだ。

江戸期では、参考文献8)～10)に 示 した文

献 を用い、図会 ・浮世絵に描かれた装置誘引型

コミュニケーション行為 とそれを発生 させてい

る誘引装置を抽出する。 また、昭和30年 代の

状況は、参考文献11)～20)に 示 した文献 を用

い、写真 に写 されている装置誘引型 コミュニ

ケーション行為 とそれを発生 させている誘引装

置を抽出する。(3)さらに、現代は、2章 の分析

にも用いた東大阪市の長瀬地区 ・八戸ノ里地区

の踏査結果から、装置誘引型 コミュニケーショ

ン行為 とそれを発生 させている装置を抽出す

る。

4.誘 引装置の分類

抽出 ・収集 した誘引装置は、その移動度合い

から整理すると、「常設型」「仮設型」「滞留型」

「移動型」の4つ に分類できる。(図1)

「常設型」は、名前の とお り移動せず常設 さ

れた装置のことである。たとえば、駄菓子屋や

花屋、八百屋などがある。こうした誘引装置は
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私有物であ り、基本的に私有地に置かれてい

る。「仮設型」は、靴磨 き屋や屋台、露店のよ

うに、簡易な構築 物でできている ものである。

設置 ・撤去 を繰 り返すが、その頻度は一日一回

程度であ り、一カ所に留 まり動かないものであ

る。これは、さきほどの常設型に くらべて公共

空間に置かれることが多い。続いて 「滞留型」

は紙芝居屋や焼 き芋屋などのように、移動 しつ

つも一定の場所へ一定時間の滞留を繰 り返すタ

イプの ものである。そ して、最後の 「移動型」

は、常に移動 している装置のことである。これ

は、金魚売 りや飴売 りといった振 り売 りのよう

に、呼び声 を発 しながら移動 し、お客があれば

留って商売をする。

5.江 戸期から昭和30年 代にかけての誘引装

置の変化

江戸期、昭和30年 代、現代の3つ の時代に

おいてみられた誘引装置を、時代 ごとに整理 し

たものが表2で ある。ここでは、4章 の分類に

加えて、コミュニケーション行為の内容によっ

て、商行為 と芸能行為に分類 している。

表2を みると、江戸期に多 くみられた芸能行

為が、昭和30年 代には減少 していることがわ

かる。これは、明治政府によってまちなかの芸

能行為が禁止されたことが原因の一つとして考

えられる。鳴海6)や 土肥7)に よる既往論文の

分析によれば、こうした変化について次のよう

に説明される。

IIII

図2町 の広場から通行空間への道路機能の変化

土肥の研究で示 されているように、江戸の街

路は町ごとに管理 されていたが、実際には大道

芸人たちが利用の権利 と引き替えに町から往還

や広小路などの管理 をまかされていることが多

かった。つまり、大道芸人は路上で自由に芸 を

見せ られる権利 と引き換えに街路の管理 を行っ

ていたのである。

当時、大道芸は、乞胸 という特殊な賎民身分

が支配 ・管理 していた。乞胸は、江戸の寺社境

内、広小路、往還などのオープンスペースで行

なわれていた芸能のうち、その支配関係が明ら

かでないものを取 りまとめ、幕府の制度に組み

込 むようにつ くられた身分集団である。彼 ら

は、往還や広小路の管理を各町からまかされ、

表通 りの掃除や飲料水の運搬、路地の夜番など

を請け負っていた。

しかし、明治になると政府は大道芸の取 り締

まりに乗 り出す。大阪府では1872年(明 治5

年)に 「先般非人之唱被廃候上ハ、辻芸 ・門芝

居等賎敷遊業 を以渡世いたすべからざる筈二付

以来町村に於て厳重停止可致事」 という布令 を

出 している。21)1871年(明 治4)に 出された

解放令によって非人という身分がなくなったの

だから、辻芸や門芝居 などをしてはならない、

という趣旨である。また、1875年(明 治8年)

には、俳優諸芸能結社例規によって、芸能を行

なうものは政府に認められた結社 を立て税金 を

収めたものに限られることになった。

さらに、このような大道芸そのものの取 り締

まりだけでなく、土肥が分析 しているように

オープンスペースとしての道路の変容 も大道芸

の衰退につながったと考えられる。

江戸期には、辻 ごとに木戸が設けられ、夜間

に木戸 を閉めることによって町の安全 を保って

きた。当時の町は 「両側町」 といわれるように

街路を挟んで両側で町を構成 していた。つ ま

り、街路は、家屋 と家屋に囲まれた町の共有空

間、広場 として機能 していたといえる。 しか

し、明治期 に入 ると、1869年(明 治2年)の

自身番屋の免除によって、街路は官有地 として
一連の道路 として取 り扱われ、機能上は通行の

ための空間とい う意味合いが強 くなってい く。
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表2誘 引装置の変遷

江戸(浮 世絵 ・図会) 昭和30年 ごろ(写 真集) 現代(目 撃写真)

ようかん屋 呉服屋 八百屋 雑貨屋 八百屋 生活用品店
ういろう屋 扇屋 蕎麦屋 魚市屋 駄菓子屋
餅屋 薬屋 駄菓子屋 たこ焼き屋

常 お菓子屋 煎餅屋 たこ焼き屋 花屋
設 歯磨き粉屋 お茶屋 雑貨屋
金魚屋 おでん屋 リサイクルショップ

おみくじ屋 本屋 宝 くじ

靴磨き

薬売り 饅頭屋 豆売り 靴磨き お茶屋 服屋

紙屋 種売り ハギレ売 り 実演販売 たいやき屋 朝市

石屋 牡蠣売り 蕎麦屋 朝市 ホ ッ トドッグ屋 アクセサ リー屋

仮 酒売り あめ宝引 砂絵屋 おでん屋 おだんご屋 イラス ト屋

設 魚屋 お茶屋 魚屋 桶屋 オープンカフェ 似顔絵屋

飴売り 細工物屋 新聞売り うなぎの蒲焼 花屋

商 すし売り 歯磨き粉屋 くじ売 り 鋳掛屋 八百屋

行 くつ屋

為 団子屋 紙芝居屋 ラーメン屋 焼きいも屋

沈香屋 キセル売り 農家の行商 ボン菓子屋

溝
蛍売り

薬売り

ラオ屋 ヤマガラのおみくじ

飴売り

パン屋

メロンパン屋
田 宝引 回転焼き屋 焼き鳥屋
鳥屋 焼いも屋 クレープ屋

おでん屋

花屋 ・植木屋 包丁売り だいこん売り 定斎屋 焼きいも屋

もぐさ売り 履物屋 ラオ屋 飴売り 豆腐屋

飾 り松売 り 泥めんこ売り 食器売 り ブラシ売り 紙芝居屋

移 お菓子屋 薬売り 魚売り 桶屋
動 団扇売 り 煮売り 焼いも屋 ヤマガラのおみくじ

かんぴょう売 り 弓売り おでん屋 荒物屋
いも売 り 手車売り 金魚売り 花屋
魚屋 食器売り 農家の行商

曲芸師 漫談師 大道芸人 ス トリー トミュ ー ジ シ ャ ン

見世物屋 講談師 砂絵を描 くおじさん 似顔絵屋

仮 射的 イラス ト屋

設 旅芸人
手品師
小芝居屋

曽

罷
人形使い
人形劇屋

紙芝居屋
大道芸人

・

見
世
物

滞
留

紙芝居屋
猿回し
猿曳
住吉踊
大黒舞
ちんどん屋

移
動

へび使い

鉄輪役
大道芸人

手水舎 縁台将棋 池

そ
の
他

地蔵
物乞い

ゴミ収集 地図 ・案内板

灰皿(喫 煙コーナー)

本棚

手水舎

猫
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図3イ ン ドネシアのロンボ ン(rombong)

(図2)そ こでは、大道芸 などの道路占有 は、

通行機能の障害として排除すべ きものと変化 し

てい くのである。

こうした社会的変化 と空間的変化が相互に影

響 しあいながら、大道芸の意味合いが変質 し、

そのことが大道芸の減少へ とつながったと考察

できる。

6.昭 和30年 代から現代にかけての誘引装置

の変化

次に、昭和30年 代 と現代にかけての誘引装

置の変化 を表2か ら読み取ると、移動型の商行

為の減少が顕著である。

昭和30年 代 には、羅宇屋、食器売 り、魚売

り、おでん屋、金魚売 り、定斎屋、飴売 り、ブ

ラシ売 り、桶屋、荒物屋、花屋、など、様々な

移動型の商行為がみられた。しかし、年々、移

動商は減少 し、常設型の店舗にとってかわられ

てい く。

これは、高度経済成長による消費行動の変化

が影響 していると考えられる。時代 とともに、

商店街での買い物、 さらにはスーパーでの買

い物が主流 となっていった。さらに、近年は、

ショッピングモールによって、商空間は屋内化

され、天候に左右 されず買い物を楽しむことが

できるようになってきた。たしかに、これは機

能的、合理的、効率的である。しかし、その一

方で商業者 と消費者のコミュニケーションは減

少 していった。

また、昭和35年 の道路交通法の制定によっ

て、道路で露店、屋台店等の店を出そうとする

場合には道路使用許可が必要になった。交通の

安全 と円滑化 を優先するために、交通の妨害と

なるようなモノを路上に置 くことが禁止 され

た。つまり、自動車の増加によって自動車交通

図4自 動車利用の屋台とス トリートパフォーマンス

優先の道路体系が構築 され、それが路上の行為

に制限を加える結果 となっていった といえる。

さきほど述べたように、明治以降、通行のため

の空間という役割 をおもに担 うようになった道

路であるが、高度経済成長期の自動車の普及に

ともない、自動車交通のための自動車優先の空

間へ と、さらに役割が限定 されていった。その

結果、人間の行為が道路上から排除されていっ

たといえる。

7.近 代 化 による屋外 コ ミュニケーシ ョン空 間

の変化

この ようにみて くる と、屋外 における コミュ

ニケーシ ョン行為 の誘 引装置 とそれが置 かれる

オープ ンスペースは、近代化 とともに変 質 して

いった と捉 える ことがで きる。事実 、近代化が

進行 していない発展途上 国では、屋外 で コミュ

ニケ ーシ ョン誘引装 置が いまだ多 く見 られ る。

た とえば、イ ン ドネシアの状況 を著 わ した 『カ

ンポ ンの世界 』22)の 中 で布 野 は次 の よ うに述

べ てい る。 「カ ンポ ンには、あ りとあ らゆ る物

売 りが訪 れ る。 ロ ンボ ンrombong(屋 台)と

ピクランpikulan(天 秤 棒)の 世界 である。 な

つか しい。 日本 の下 町に も、ひっ きりな しに屋

台が訪 れていたのだ。」(図3)

近 代 化 の進展 、 とくに資本主義 に よって公共

性 に変 質が起 こった と指摘 した論者 の一 人にセ

ネ ッ トが い るが 、彼 は 『公共性 の喪 失』23)の

な か で、18世 紀半 ば に公 的 な空 間 と して整備

された広場 、公 園、劇場 では、人々は公共性 を

感 受 す る ことがで きた と述べ て い る。 そ こで

は、 自らが他者 と積極 的に関わる ことに よって

公 共性 が担保 された。 しか し、19世 紀、20世

紀 と時代 が下 るにつれて、空 間や時間は消費す

る もの と化 し、人々は公 的な ものに対 して受 け
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身になってい く。そして、公共性の喪失をもた

らすのである。

本研究で分析 したコミュニケーション行為の

誘引装置の変化 も、こうした近代化の影響 とし

て捉えることができよう。まず、江戸期から昭

和30年 代にかけての変化でみられた路上にお

ける芸能行為の減少は、明治期以降の公的管理

の進展によって、芸能行為そのものが排除され

るべ きものとなったことに加え、公有地となっ

た道路が広場的意味合いから通行機能優先の連

続空間へ と変質してしまったことによる影響で

あると考 えられる。また、昭和30年 代か ら現

代への変化 にみ られた路上の商行為の減少は、

資本主義の進展による消費行動の変化が影響 し

たものであると捉えられる。

さらに、こうした変化は、コミュニケーショ

ン行為の屋内化 とも考えることができる。江戸

期には大道芸 として屋外の公共空間で行なわれ

ていた芸能は、時代が下 り劇場 という室内空間

で演 じられるものになっていったし、移動商が

常設店舗へ、そして、ショッピングモールへ と

いう変化 も消費の場面でのコミュニケーション

行為の屋内化 と捉えられる。

ゲールは 「屋外空間の生活 とデザイン』24)

のなかで 「建物のなか、住宅地、都心、公園や

緑地など、人びとがいるところではどこでも、

ほぼ例外な く、人びとと彼 らの活動が他の人び

とを引きつけている。人が人を呼ぶ。人びとは

いっしょに集まり、いっしょに動 きまわり、他

の人びとのそばに身を置こうとする。新 しい活

動は、すでに行なわれている出来事の近 くで始

まる。」 と述べ、行為が行為 を誘発す る可能性

について指摘 している。 こうした視点にたて

ば、公衆の目に触れやすい屋外の公共空間にお

いてコミュニケーション行為が多いほど、他の

コミュニケーション行為を誘発する可能性が高

まるのだが、屋内化はそれを阻害する方向に向

かうといえる。

8.現 代における誘引型コミュニケーション行

為の姿

では、今後、都市デザインとして誘引装置を

増加 させ 、屋外 における コミュニケーシ ョン行

為 を増加 させ るためには どの ようにす ればいい

のだろ うか。

じつは、表2で わかる ように、現代 で もみ ら

れ る誘引装 置 は少 な くない。 た とえば、そ れ

は、メロ ンパ ンや クレープ、焼 き鳥の屋台 な ど

であ る。 こ う した商行為 は、昭和30年 代 まで

の振 り売 りとは違 って、 自動車 を利 用 した滞

留型 ない し移動型 の ものが多 くなっている。 ま

た、芸 能行為 の範疇 で も、ス トリー トパ フォー

マ ーの 増加 が 見 られ る。(図4)こ の よう に、

ポス ト近代 的な動 きのなかで、少 しず つ コミュ

ニケーシ ョンを誘発す る空 間や装 置が生 まれて

いる と考 え られる。都市 デザイ ンとして も、 ま

ちか どのポケ ッ トパ ーク整備 な どに よって、 こ

うした誘 引装 置 をどの ように発生 させ 、受 け止

めてい くかが今後重要 になって くる と考 え られ

る。

9.ま とめ

以上の分析、考察 をまとめると、本研究では

以下のことを明らかにすることができた。

1)屋 外空間におけるコミュニケーシ ョン行為

を、① 目的 ・情報共有型、②装置誘引型、③

遭遇型、の3つ に分類することができた。

2)装 置誘引型コミュニケーション行為を発生

させ る誘引装置を、その移動度合 いか ら、

「常設型」「仮設型」「滞留型」「移動型」の4

つに分類できた。

3)江 戸期から昭和30年 代にかけての装置誘引

型 コミュニケーションの変化では、路上にお

ける芸能行為が減少 していたが、それは明治

期以降の公的管理の進展によって、芸能行為

そのものが排除されるべ きものとなったこと

に加え、公有地となった道路が広場的意味合

いから通行機能優先の連続空間へ と変質して

しまったことによる影響であると考察 した。

4)昭 和30年 代から現代への装置誘引型 コミュ

ニケーションの変化では、路上の商行為の減

少がみられたが、これは消費行動の変化や自

動車普及による道路空間の変質が影響 したも

のであると考えられる。
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5)近 年、商行為では自動車 を利用 した移動屋

台の増加、芸能行為ではス トリー トパ フォー

マーの増加が見られるが、こうしたポス ト近

代的な行為にどのように対応 してい くことが

できるかが都市デザインとして重要な課題で

あると考えられる。

注

(1)本 論文は、2007年 度近畿大学大学院修士

論文 「コミュニケーション行為を誘発する空

間の特性に関する研究」(吉 本恭子)を 基礎

として、再考察を行いとりまとめたものであ

る。

(2)長 瀬地区 ・八戸ノ里地区は、それぞれ近

鉄大阪線長瀬駅、近鉄奈良線八戸 ノ里駅に

近 く、住商工混在 のいわゆる下町地区であ

る。経験上、下町は屋外空間におけるコミュ

ニケーション行為の発生が比較的多いと判断

し、調査対象に選んだものである。また、踏

査では昼問に地区内を巡回 し、 目撃 したコ

ミュニケーション行為 を写真撮影した。

(3)こ こで抽 出した コミュニケーシ ョン行為

は、当時に実際にあった行為を網羅的に抽出

したものでな く、画家や写真家によって選択

的に描かれた/写 されたものであることに留

意しながら分析 を行なった。そのため、本研

究では、コミュニケーション行為の数量を把

握するのではな く、行為のバ リエーションの

多少を定性的に分析 した。
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